
トレーニングセンターの整備および
上ノ国町における教育体系の充実について



⚫ 2026年度は3つの陸上訓練メニュー（BST-4、ART、WLA）を整備し、2027年
度より提供を開始します。さらに、2027年度以降も段階的に提供メニューを拡
大していきます。

１．トレーニングセンター構想のスケジュール

［陸上訓練］
BTT、EFA
風海鳥活用

2026年度   2027年度  2028年度  

［陸上訓練］
BST-4、ART

WLA

［海上訓練］
SS、STCW

Ⅰ期工事

Ⅱ期工事

Ⅲ期工事

BST（基礎安全訓練） ART（高度救助訓練） WLA（作業目的外安全訓練） BTT（基礎技術訓練） EFA（高度応急訓練）

作業員や技術者向けの基本的
な安全訓練プログラム

高所からの救出、タービン内
での閉じ込め状態への対応な
どを訓練するプログラム

視察や監督など作業目的以外
で風力発電の現場を訪問する
人向けの安全訓練

風力発電産業で使用する工具
を正しく取り扱う基礎知識・
技能・能力を身に付けるト
レーニング

風車などでの作業中に発生す
る怪我などの問題に対処し、
応急手当てを行うための訓練

SS（海上生存訓練） STCW（船員基本訓練） SLS（玉掛け者と合図者） IRATA（ロープアクセス）

海中転落をはじめとする事故
から身を守るための技術を
学ぶ海上生存訓練

生存訓練や消火訓練など4つの
訓練で構成されるトレーニン
グ

建設・保守作業などにおいて、
吊り作業を安全に実施するた
めの訓練

ロープを使って高所や難しい
場所で点検・作業を行う技術
者を育成するための訓練

［将来構想］
ブレード補修
SLS、IRATA
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⚫檜山地域人材開発センター「まなびっく」内にトレーニングセンターを設置す
ることで協議を進め、2027年度に運用を開始します。2027年度は提供メ
ニューの拡大に向けて整備を進めるほか、せたな町の「風海鳥」を活用します。

（写真上）まなびっく
（写真下）風海鳥

【2027年度提供開始予定のトレーニング】

２．陸上トレーニングセンターの整備内容

BST-4（Basic Safety Training） ART（Advanced Rescue Training） WLA（Wind Limited Access）

初期応急処置（FA : First Aid）、火
災予防と消火（FAW : Fire 
Awareness）、マニュアルハンドリ
ング（MH : Manual Handling）高
所作業（WAH : Working At 
Height）の4モジュールで構成され
る。
稼働率保証を得た風車メンテナンス
には必須のトレーニング。（5日間）

ハブ、ブレード、ナセル、タワーと
いった狭い場所、これら相互を結ぶ
狭いハッチといった環境を想定して、
適切な救助器具、方法、技術を用い
て救助訓練を行う。
稼働率保証を得た風車メンテナンス
には必須のトレーニング。（3日間）

このコースを受講するとGWO BST
有資格者の監督のもと風力発電の現
場へアクセスができる。
今回は陸上風力向けのONL
（Onshore Limited Access）を展開

（半日）
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提供：一般社団法人ふくしま風力O&Mアソシエーション

提供：NPO法人長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

提供：NPO法人長崎海洋産業クラスター形成推進協議会



⚫函館市内の「大歩（だいぶ）」が所有するプールを活用することで協議を進め、

現地調査を実施しました。

⚫ 2028年度の着工および2029年度の訓練提供開始に向けて、2026年度内に設計

を開始します。

（写真）大歩社屋および屋内プール
（写真赤枠箇所）大歩プール改修後イメージ

３．海上トレーニングセンターの整備内容
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⚫ 小学校では2021年度からほくでんグループで実施している「SDGs出前授業」を
中心として、エネルギーに関して幅広く関心を持っていただくための取り組みを
実施しています。中学校では環境とエネルギーについて学びを深めるとともに、
エネルギー産業と地域との関わりや地域産業と職業選択について関心を持って
いただけるよう取り組んでいるところです。（いずれも2026年度から実施中）

⚫ 高校生に対しては、【環境×エネルギー】をテーマに、探究学習との連動も図り
ながら洋上風力発電産業に関する理解を深めていただき、地域を支える人材を
育むことを目指します。今年度からカリキュラム等を作成し、2028年度からの
学校設定科目の実施に向けて取り組みます。

https://www.hepco.co.jp/corporate/nextgeneration/pdf/sdgs_ed

ucation.pdf

SDGs出前授業

上ノ国高等学校

４．上ノ国町における教育体系の充実（全体像）
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https://www.hepco.co.jp/corporate/nextgeneration/pdf/sdgs_education.pdf
https://www.hepco.co.jp/corporate/nextgeneration/pdf/sdgs_education.pdf


【2026年度の取り組み内容】

⚫ まずは試行的に、現場を支える教員と外部専門家の協力により、持続可能なス
キームを目指し、授業の構成を検討・実施します。

⚫ 実施結果を評価し、次年度以降の具体的なカリキュラム作りにつなげます。

⚫ 検討にあたっては各関係機関（専門家、教育機関等）と連携します。

上ノ国高等学校

補助事業者（コンソーシアム）

協 力 者

評価・改善

• アンケート調査、教員のフィードバックにより次年度に向

けて課題等の洗い出し。

各授業の試験運用（実践）

• 設計に基づき、教員による専門授業（例：洋上風力と地域

環境等）に加えて専門家による出前講座（例：風車建設か

ら運営、地域合意形成等）を試験的に実施。

教員研修と設計（導入）

• 外部専門家と連携し、教員向けに洋上風力発電産業や地域
課題の基礎知識研修を実施。

• 現場教員の知見と専門知見を融合した授業構成を作成。

【取り組みフロー】 【取り組み体制】

５．上ノ国高等学校における学校設定科目の検討内容

支援・協力
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